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安全で安価な水を安定して利用できる快適な市民生活を目指して
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1 はじめに 

 
1.1 水道事業を取り巻く社会情勢 

 
近年、わが国の社会情勢は、価値観や生活様式の多様化、少子・高齢化に伴う人口

減少の時代を迎えつつ、世界的な経済状況の悪化、高度情報化や地方分権、さらには

地球温暖化を含めた環境問題への取り組みなど、様々な社会情勢が変化しています。 
 瀬戸市の水道事業は、普及率が 99％を超えている現在、社会基盤を支えるライフラ

インとして欠かせないものとなり、量的整備が達成しつつある今日において、これま

でに整備した設備の大規模な更新や再構築が必要となってきています。併せて水質問

題の多様化、環境への配慮、料金収入の減少、団塊世代の退職による技術継承問題等

の様々な問題を抱えています。さらに、東北地方太平洋沖地震では、水道施設につい

ても地震等の自然災害により被災していることから、大きな課題となっています。 
 
1.2 水道ビジョンの目的 

 
 このような社会情勢の変化は、瀬戸市水道事業においても例外ではなく、様々な課

題を抱えながらも将来にわたって、「安全で安定した水」を市民に提供するとともに、

サービスの向上を目指して、より一層の努力を続けることが水道の持つ使命であると

考えています。このためには、水道事業者が自らの現況を分析・評価した上で、将来

あるべき姿を描き、目標達成のための具体的計画を策定することが必要となります。 
 平成 17 年 10 月に厚生労働省から「地域水道ビジョンの作成について」が通知され

ました。地域水道ビジョンとは、地域特性や社会環境、事業の現状を適切に評価した

上で、描く将来像を効率的に実現するためのオリジナルマスタープランであり、今後

の水道事業の指針となるものです。 
 これを受けて、瀬戸市においても水道事業が目指すべき将来像を設定するととも

に、それらを実現するための具体的計画を記載した「瀬戸市水道ビジョン」を策定し、

安定した事業運営のもと、「最小の経費」で「最良のサービス」を提供するための施

策に取り組んでいくものです。 
 また、「瀬戸市水道ビジョン」は、「第 5 次瀬戸市総合計画」で示された方針、 
 

『水道施設の計画的かつ適正な布設、改修、維持管理によって、 
市民が安全で安価な水を安定して利用し、快適な生活を送っている』 

 
を基本とし、厚生労働省が作成した 5 つの政策課題である「安心」「安定」「持続」「環

境」及び「国際」、ならびに、瀬戸市の特性を踏まえた目指すべき方向性と実現のた
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めの方策を示したものです。ただし、政策課題の 1 つである「国際」に関しては、瀬

戸市と同規模の水道事業と同様に、今回の水道ビジョンから除いて策定しました。 
 なお、計画期間は平成 32 年までの 10 年間とします。 

 
 

 

 
 
 
 

 
 

 

 
 

平成17年10月 17日付健水発第1017001号にて厚生労働省健康局水道課長通達

【水道ビジョンの基本理念】 

「安心」「安定」「持続」「環境」及び「国際」を政策課題とし、目標を達

成するための取り組みを示すもの。 

 

【瀬戸市の基本理念】 

安全で安価な水を安定して利用できる快適な市民生活を目指して 

【基本方針】 

1. 安全で安心して飲める水の供給 

2. 信頼性の高いライフラインの構築 

3. 満足度の高い水道サービスの提供と効率的な事業運営の実現 

4. 環境に配慮した事業の構築 

【目標年次】 

平成 32 年度までの 10 年間 

ＰＤＣＡの手法によりフォローアップ 

地域水道ビジョンの策定 

 

PLANPLANPLAN

DODODOCHECKCHECKCHECK

ACTIONACTIONACTION

基本計画の策定基本計画の策定

目標等の策定目標等の策定

各事業の実行各事業の実行

進捗状況の管理進捗状況の管理

実施状況の評価実施状況の評価

～～PIPIの活用～の活用～

計画の見直し計画の見直し

目標の再検討・設定目標の再検討・設定

継続的な改善継続的な改善【【持続持続】】

PLANPLANPLAN

DODODOCHECKCHECKCHECK

ACTIONACTIONACTION

基本計画の策定基本計画の策定

目標等の策定目標等の策定

各事業の実行各事業の実行

進捗状況の管理進捗状況の管理

実施状況の評価実施状況の評価

～～PIPIの活用～の活用～

計画の見直し計画の見直し

目標の再検討・設定目標の再検討・設定

継続的な改善継続的な改善【【持続持続】】

瀬戸市水道ビジョンの策定



 3

2 現状分析の方法 

 
瀬戸市の水道事業は、創設以来 6 回にわたる拡張事業を経て普及率 99.7％に達し、

市民の多くの方へ安全で良質な水を供給できるようになりました。 
これまでは、給水人口ならび給水量の増加のため、施設の拡張に重点をおいた事業

運営を行ってきましたが、今後は、全国に見られる傾向と同様に、瀬戸市においても

給水人口ならび給水量の減少が予想されます。そのため、これまでの「拡張」から「維

持管理」へと事業の方向性を転換する必要があります。 
そのような背景から、「水質管理」「施設・管路の経年化・耐震化」「効率的な配水

系統管理」等の諸課題への対応における重要性が、これまで以上に高まりつつあるこ

とから、瀬戸市水道事業の現状分析を行い、そこから課題を抽出する必要があります。 
そのため、現状における分析を次の方法で行い、これらを総合して総括的な課題の

抽出を行いました。 
 

  ①①  業業務務指指標標（（PPII））デデーータタにによよるる分分析析    

「水道事業ガイドライン」（日本水道協会規格：JWWA Q 100）において、水道サー

ビスを将来にわたって維持すべき「安心（22 項目）」「安定（33 項目）」「持続（49 項

目）」「環境（7 項目）」「管理（24 項目）」「国際（2 項目）」の全 137 項目において、体

系的かつ定量的に業務指標（PI：Performance Indicator）で評価を行います。 

ただし、「国際」については、前述のとおり省略することとします。 

 

  ②②  施施設設機機能能診診断断にによよるる分分析析    

現地調査を行い、「水道施設機能診断の手引き」（財団法人 水道技術研究センター）

をもとに施設ごとの評価を行います。 

 
  ③③  水水需需要要推推計計にによよるる将将来来需需要要量量のの予予測測    

給水人口ならびに給水量について、将来においてどのように推移するか、また、そ

れによる影響を分析します。 

 
 
 

    瀬瀬戸戸市市水水道道事事業業ににおおけけるる課課題題のの抽抽出出      

 
各現状分析ならびに将来予測の結果から判断できる課題を抽出します。 
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3 現状分析と課題の抽出 

 
 現状分析結果をもとに、次の 4 項目に関する課題を抽出しました。 

① 安全で安心な水が供給されているか 

② いつでも使えるように供給されているか 

③ 将来も変わらず安定した事業運営ができるようになっているか 

④ 環境への影響を低減しているか 

 

 
 水質の向上 

 水質基準を満たしており問題はないものの、「おいしい水」の観点から塩素注入量等を

改善する必要があります。 

 自己水源の扱い 

 安定的な水量及び水質の確保に不安のある水源については、将来的なコスト面まで検

討し、適正な浄水処理設備の導入、若しくは県水受水への切替え等の検討を進めてい

く必要があります。 

 鉛給水管の更新 

 毎年減少はしているものの、まだ残存している給水管が多いことから、配水管の布設

替えを行う際には積極的に更新を進めていく必要があります。 

 
 
 配水区域の見直し 

 蛇ヶ洞配水区では、天候等により蛇ヶ洞ダムから取水できない場合には、穴田配水場

から送水ポンプで県水を蛇ヶ洞浄水場へ補水し、山口地区まで配水を行っています。

また、現在新規供給点の築造を進めており、これを運用することにより上陣屋配水区

を分割することが可能となるため、配水場の統廃合や配水区の見直しを行い、最適な

配水系統を構築する必要があります。 

経年化施設の更新 

 現在では法定耐用年数を超過する施設は馬ヶ城浄水場のみですが、今後は施設の多く

が耐用年数を迎えることから、計画的に経年化施設の更新を進めていく必要がありま

す。また、ポンプ場等についても耐震対策を進めていく必要があります。 

 管路の耐震化 

 緊急時用連絡管である市内ループ連絡配水管は耐震化されていますが、大部分の管路

は良質な地盤であることからダクタイル鋳鉄管を使用してきました。今後とも、主要

な管路や軟弱地盤にある管路については更新計画を策定し、順次実施していく必要が

あります。 

安安全全でで安安心心なな水水がが供供給給さされれてていいるるかか

いいつつででもも使使ええるるよよううにに供供給給さされれてていいるるかか（（11））
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 応急給水・応急復旧体制 

 非常時に給水の拠点となる「給水拠点」の再考ならびに、飲料水兼用貯水槽を設置す

るとともに、避難所や病院等へ運搬するための給水車を備えておく必要があります。 

 災害時の応急給水、応急復旧ならびに近隣事業体との応援協定を充実させ、さらには

民間との協定も結んでいく必要があります。 

 
 
 
 給水収益の減少 

 これまでの大口需要者が地下水に切替える影響や節水意識の向上により、将来の水需

要は減少していくものと考えられ、それに伴う給水収益の減少が懸念されます。 

 給水収益を確保するための料金体系の見直しや、サービス等の向上に関して検討を行

う必要があります。 

 財源の確保 

 施設更新や維持管理のための財源を確保し、持続的な経営を行っていくためにも、料

金のあり方、将来的な補填財源の確保、補助金や企業債の効果的な活用方法等を検討

していく必要があります。 

 遊休資産が多くあることから、それらを整理していく必要があります。 

 人材育成・技術の継承 

 水道事業は専門的な知識を必要とすることから、内部・外部研修への参加や、他事業

体との技術交流等により、人材育成に努めていくとともに、施工マニュアル等を整理

し、次世代への技術継承を図っていく必要があります。 

 適正な運営管理の実施 

 水道事業の運営状況や方針について、ホームページや広報等により積極的に PR を行

うことで、水道に対する市民の理解を深めていく必要があります。 

 水道モニター制度の導入や意識調査を行い、市民ニーズの把握に努めていく必要があ

ります。 

 

 

 
 環境負荷の低減 

 省エネ型機器の導入やエネルギー等の使用削減を進めていく必要があります。 

 建設副産物の再利用を進める必要があります。 
 

将将来来もも変変わわららずず安安定定ししたた事事業業運運営営がが出出来来るるよよううににななっってていいるるかか  

環環境境へへのの影影響響をを低低減減ししてていいるるかか

いいつつででもも使使ええるるよよううにに供供給給さされれてていいるるかか（（22））
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4 将来像の設定 

 
 これまでに抽出した課題の解決を図り、将来にわたって持続可能な水道事業を展開

していくための将来像及び施策を次のように設定しました。 
 なお、本ビジョンの計画期間は平成 23 年度から平成 32 年度までの 10 年間とし、

必要に応じて見直しを行います。 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

安全で安価な水を安定して利用できる 

快適な市民生活を目指して 

安全で安心して飲める水の供給 

信頼性の高いライフラインの構築 

満足度の高い水道サービスの提供と 

効率的な事業運営の実現 

環境に配慮した事業の構築 

【 基本方針 】

【 基本理念 】

1．日常の水質管理強化 

2．自己水源の扱い 

3．水安全計画の策定 

4．鉛製給水管の更新 

1．配水区域の見直し 

2．経年化施設の更新 

3．主要管路の耐震化 

4．応急給水・応急復旧体制の整備 

5．危機行動マニュアルの整備と 

対応訓練 

1．業務の効率化による経費の削減 

2．職員の研修や意識改革等による 

人材の強化 

3．財政計画の策定 

4. 遊休資産の整理 

5．参加型広報活動や情報公開の 

推進 

6．市民ニーズの把握 

 
1．施設等の省エネルギー対策 

2．環境影響の少ない工事の実施 

3．周辺環境と調和した施設整備 

【 実現方策 】 
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5 水運用計画 

 

＜現在の水源別配水区域図＞ 

 瀬戸市の配水区域は、大きく自己水系と県水受水系に大別されます。自己水系は、

蛇ヶ洞配水区（表流水）、馬ヶ城配水区（表流水）、原山配水区（地下水）の 3 配水区、

県水受水系は、穴田配水区、上陣屋配水区、南山口配水区の 3 配水区で、計 6 配水区

で運用しています。 
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＜将来の水源別配水区域図（案）＞ 

蛇ヶ洞浄水場については、水源により取水が制限される状況となった場合、新たな

浄水設備の築造等により給水単価が県水よりも上回る場合には、穴田配水場より県水

を受水する、配水池機能への転換を含めた検討を行います。また、上陣屋配水区につ

いては、瀬戸菱野配水場を運用することに伴い、配水区域を分割することが可能とな

ることから、他の配水施設の有効活用を検討するとともに、浄・配水場施設の統廃合

に努め、地形等を考慮し、合理的で効率的な配水区域の見直しを行います。 
 

 

現在の水の流れ 

将来の水の流れ 

送水

配水 
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6 事業計画の概要とフォローアップ 

  
6.1 事業計画 

 

安全で安心して飲める水の供給 

1. 日常の水質管理
薬品注入量の管理
（残塩計の設置）
セキュリティの確保
（第三者の侵入防止）

3階直結給水の導入

2. 自己水源の扱い

3. 水安全計画の策定

4. 水源保護条例

5. 鉛製給水管の更新

前期
H23～H26

後期
(H30～H32)

中期
H27～H29

実現方策

 
 
信頼性の高いライフラインの構築 

1. 配水区域の見直し

2. 経年化施設の更新

3. 主要管路の耐震化

4. 応急給水・応急復旧体制の整備

5. 危機行動マニュアルの整備と対応訓練

前期
H23～H26

後期
(H30～H32)

中期
H27～H29

実現方策

 
 

満足度の高い水道サービスの提供と効率的な事業運営の実現 

1. 浄水場業務の委託化の検討

2. 財政計画の策定

3. 遊休資産の管理計画策定

4. 水道モニター、意識調査の導入検討

前期
H23～H26

後期
(H30～H32)

中期
H27～H29

実現方策

 
 
環境に配慮した事業の構築 

1. 配水ポンプのインバーター化

2. 発生土の再利用

前期
H23～H26

後期
(H30～H32)

中期
H27～H29

実現方策

 



 10

 
6.2 主要な業務指標目標値 

 

現況

(H21)

1104 水質基準不適合率
給水栓で年間に水質基準値を満足で
きない水質検査検査数の割合

% 0.0 0.0 0.0

1105
カビ臭から見た
　おいしい水達成率

カビ臭に関する水質基準達成度 % 100.0 100.0 100.0

1106
塩素臭から見た
　おいしい水達成率

残留塩素に関する水質基準達成度 % 25.0 75.0 100.0

1117 鉛製給水管率 給水管における鉛管の使用割合 % 7.9 3.9 2.1

2101 経年化浄水施設率
浄水能力に占める経年化した浄水施
設の使用割合

% 9.3 9.3 0.0

2102 経年化設備率 経年化した電気・機械施設の割合 % 44.8 39.6 30.2

2207 浄水施設耐震率 耐震化された浄水施設能力の割合 % 21.8 31.0 31.0

2209 配水池耐震施設率 耐震化された配水池容量の割合 % 99.4 99.9 100.0

2210 管路の耐震化率 耐震化された管路延長の割合 % 0.6 3.3 5.3

3015 給水原価 有収水量1m3当たりの費用 円/m3 171.3 180以下 180以下

3018 有収率 給水量に対する有収水量の割合 % 92.1 94.0 95.0

H27 H32解説No 指標名 単位

 

 
※）主要な業務指標の算定式 

1104 水質基準不適合率 （水質基準不適合回数／全検査回数）×100

1105
カビ臭から見た
　　おいしい水達成率

｛（1－ｼﾞｪｵｽﾐﾝ最大濃度／水質基準値）＋（1－2-ﾒﾁﾙｲｿﾎﾞﾙﾈｵｰﾙ最大濃度／水質基準）｝／2×100

1106
塩素臭から見た
　　おいしい水達成率

｛1－（年間残留塩素最大濃度－残留塩素水質管理目標値）／残留塩素水質管理目標値｝×100

1117 鉛製給水管率 （鉛製給水管使用件数／給水件数）×100

2101 経年化浄水施設率 （法定耐用年数を超えた浄水施設能力／全浄水施設能力）×100

2102 経年化設備率 （経年化年数を超えている電気・機械設備数／電気・機械設備の総数）×100

2207 浄水施設耐震率 （耐震対策の施されている浄水施設能力／全浄水施設能力）×100

2209 配水池耐震施設率 （耐震対策の施されている配水池容量／配水池総容量）×100

2210 管路の耐震化率 （耐震管延長／管路総延長）×100

3015 給水原価 ｛経常費用－（受託工事費＋材料及び不用品売却原価＋附帯事業費）｝／有収水量

3018 有収率 （有収水量／給水量）×100

No 指標名 算定式
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